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12月定例会

「あつあいクリーンセンター」が本格稼働開始！
（ 関連は⑫ページ ）

第1回臨時会

村の鳥　ウグイス

清川村マスコットキャラクター
「きよりゅん」

清川村議会HP

水水と緑緑あふれる心心のふるさと



１２月５日から同１２日までの８日間を会期として開かれました。
12月定例会では、議員からの一般質問のほか、条例改正、令和７年度補正予算、指定管

理者の指定が審議されました。

議 案 審 議 の 結 果
提 出 議決日 件　　　　名

審
議
結
果

岩
澤
一
幸

小
林
大
介

落
合
美
和

城
所
英
樹

川
瀬
正
行

笹
原
和
織

細
野
洋
一

村長 12月12日

清川村議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例
の一部を改正する条例について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

清川村長等常勤の特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

清川村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

清川村パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当
及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

清川村廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例
について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度清川村一般会計補正予算（第３号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度清川村国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度清川村介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度清川村簡易水道事業会計補正予算（第３号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度清川村公共下水道事業会計補正予算（第２号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指定管理者の指定について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長 細野賢一は、採決に加わりません。　「〇」は賛成、「●」は反対、「欠」は欠席を表します。

12 月 定 例 会
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条
例
改
正

清
川
村
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
、
費
用
弁
償
及

び
期
末
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

期
末
手
当
の
支
給
率
を
改

め
る
（
＋
０・０
５
月
）
た
め
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

清
川
村
長
等
常
勤
の
特

別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

※
提
案
理
由
は
右
と
同
。

全
員
賛
成
で
可
決

清
川
村
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て給

料
表
の
改
定
、
通
勤
手

当
距
離
区
分
お
よ
び
手
当
額
、

期
末
手
当
お
よ
び
勤
勉
手
当

の
支
給
率
を
改
め
る（
＋
０・

０
５
月
）
た
め
、
改
正
す
る

も
の
で
す
。全

員
賛
成
で
可
決

清
川
村
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会

計
年
度
任
用
職
員
の
報

酬
、
期
末
手
当
、
勤
勉

手
当
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

期
末
手
当
お
よ
び
勤
勉
手

当
の
支
給
率
を
改
め
る
（
＋

０・
０
５
月
）
た
め
、
改
正

す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

清
川
村
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

「
あ
つ
あ
い
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
」
の
稼
働
に
伴
い
、

４
月
１
日
か
ら
一
般
廃
棄
物

処
理
手
数
料
に
移
行
す
る
た

め
、
事
業
系
一
般
廃
棄
物
処

理
手
数
料
お
よ
び
家
庭
系
一

般
廃
棄
物
の
う
ち
、
粗
大
ご

み
の
処
理
を
有
料
化
す
る
た

め
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

令
和
７
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計（
第
３
号
）

３
千
１
７
７
万
５
千
円
を

追
加
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
で
は
、
人
件
費
の
ほ

か
、
妊
婦
支
援
に
係
る
シ
ス

テ
ム
改
修
費
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
寄
附
金
の
基
金
へ

の
積
立
金
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

給
付
に
係
る
繰
出
金
な
ど
執

行
に
伴
う
経
費
な
ど
の
増
額

お
よ
び
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
、
学
校
に
係
る
村
費
負

担
職
員
配
置
数
の
確
定
で
生

じ
た
不
用
額
を
減
額
す
る
も

の
で
す
。

歳
入
で
は
、
交
通
安
全
対

策
特
別
交
付
金
の
ほ
か
、
障

害
者
自
立
支
援
事
業
に
充
当

さ
れ
る
国
庫
や
県
費
の
減
額

お
よ
び
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
寄
附
金
、
妊
婦
支
援
に
係

る
シ
ス
テ
ム
改
修
費
に
対
す

る
国
庫
、
基
金
か
ら
の
繰
入

金
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計（
第
２
号
）

34
万
１
千
円
を
補
正
す
る

も
の
で
、
人
件
費
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

介
護
保
険
事
業
特
別

会
計（
第
２
号
）

４
千
５
６
６
万
６
千
円
を

補
正
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
で
は
、
人
件
費
の
ほ

か
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
や

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

件
数
の
増
に
よ
り
必
要
と
な

る
保
険
給
付
費
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

歳
入
で
は
、
保
険
給
付
費

の
増
に
伴
う
法
定
負
担
割
合

に
基
づ
く
国
庫
支
出
金
、
財

政
安
定
化
基
金
貸
付
金
を
増

額
す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

簡
易
水
道
事
業
会
計

（
第
３
号
）

収
益
的
収
入
補
正
予
定
額

87
万
９
千
円
、
収
益
的
支
出

補
正
予
定
額
１
０
１
万
７
千

円
を
補
正
す
る
も
の
で
、
人

件
費
の
ほ
か
、
シ
ス
テ
ム
改

修
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

公
共
下
水
道
事
業

会
計（
第
２
号
）

収
益
的
収
入
補
正
予
定
額

お
よ
び
収
益
的
支
出
予
定
額

を
82
万
３
千
円
増
額
、
資
本

的
収
入
補
正
予
定
額
お
よ
び

資
本
的
支
出
補
正
予
定
額
を

１
千
４
０
３
万
４
千
円
減
額

す
る
も
の
で
す
。

歳
出
で
は
、
人
件
費
の
ほ

か
、
シ
ス
テ
ム
改
修
費
を
増

額
、
圧
送
セ
ン
タ
ー
設
備
更

新
工
事
の
不
用
額
を
減
額
す

る
も
の
で
す
。

歳
入
で
は
、
当
該
更
新
工

事
の
執
行
費
の
減
に
伴
う
下

水
道
事
業
債
を
減
額
す
る
も

の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

指
定
管
理
者
の
指
定

地
方
自
治
法
に
よ
り
、
道

の
駅
「
清
川
」
の
指
定
管
理

者
を
「
株
式
会
社
山
路
フ
ー

ド
シ
ス
テ
ム
」
に
指
定
す
る

た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決道の駅「清川」の指定管理者を指定
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12月定例会では5人の議員が12項目の一般質問を行いました。
ページ 質問者 質問事項

5 岩 澤 一 幸
①消防団員の減少と今後の対応について
②子育て世代型住宅プレミールの実績について
③遊休農地、荒廃農地対策と再生支援について

6 小 林 大 介
①幼保小中一貫校設置推進事業の村財政への影響について
②給食センター予算の増額と喫食者の拡大について
③宮ヶ瀬小中学校の跡地利用について

7 笹 原 和 織 ①企業版ふるさと納税の現状と課題について
②企業誘致の今後について

8 細 野 洋 一
①清川村地域福祉計画の策定及び再犯防止等施策の推進について
②新年度（令和８年度）予算編成方針について
③自治体DXの推進状況について

9 落 合 美 和 ①�ごみの減量化と再資源化について

※一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたって、村長をはじめとする執行機関に対して質問することです。
　ここでは、質問者がまとめた原稿をもとに、その内容を掲載しています。

議員が議員が

村政を問う村政を問う

一 質般 問
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岩　

澤　

消
防
団
の
体
制
の

強
化
お
よ
び
そ
の
維
持
は
。

①
団
員
が
減
少
す
る
要
因
は
。

②
女
性
消
防
隊
編
成
の
検
討

や
配
属
は
。

③
今
後
の
課
題
は
。

村

長

①
高
齢
化
や
若
年

層
の
人
口
減
少
以
外
に
、
村

外
で
の
勤
務
者
が
多
く
、
時

間
的
に
両
立
が
困
難
な
こ
と

や
活
動
へ
の
負
担
感
が
要
因

と
分
析
し
て
い
ま
す
。

②
消
防
審
議
会
な
ど
で
、
女

性
団
員
の
募
集
を
決
定
し
て

い
ま
す
。
配
属
は
本
部
付
け

と
し
、
活
動
に
従
事
す
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

③
団
員
数
が
条
例
の
定
数
に

達
し
て
い
な
い
状
況
で
は
迅

速
に
活
動
で
き
な
い
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
各

団
で
団
員
の
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。
自
助
お
よ
び
共
助

を
実
践
す
る
に
は
、
村
民
皆

さ
ん
の
災
害
に
対
す
る
意
識

や
備
え
が
重
要
で
あ
り
、
い

か
に
防
災
意
識
を
醸
成
し
て

い
く
の
か
も
課
題
で
す
。

岩　

澤　

女
性
消
防
団
員
の

募
集
方
法
や
定
員
は
。

参
事
兼
総
務
課
防
災
担
当
課

長　

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
。活
動
内
容
な
ど
は
近

隣
の
市
町
を
参
考
に
検
討
し
、

村
に
合
う
内
容
も
含
め
、必
要

な
人
数
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

岩　

澤　

建
設
さ
れ
約
８
年

が
経
過
し
、
住
宅
施
策
の
中

で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
。
そ
の
実
績
は
。

①
村
外
応
募
者
の
出
身
地
・

年
齢
・
家
族
構
成
な
ど
を
把

握
し
て
い
る
の
か
。
入
居
の

理
由
は
。

②
応
募
者
数
や
住
居
者
数
、

定
住
率
の
状
況
は
。

③
入
居
後
の
定
住
に
つ
な
げ

る
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

村

長

①
20
代
か
ら
30
代

ま
で
の
夫
婦
で
、
小
学
校
低

学
年
ま
で
の
子
ど
も
が
居
る

世
帯
が
多
く
、
入
居
者
か
ら

は
子
育
て
に
適
し
た
住
環
境

で
あ
る
こ
と
や
勤
務
先
が
近

く
、
利
便
性
が
良
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
入
居
世
帯
数
は
31
世
帯
で
、

う
ち
村
外
か
ら
は
全
体
の
約

83
％
・
26
世
帯
。
ま
た
、
退

居
世
帯
数
は
23
世
帯
で
、
う

ち
村
内
へ
の
定
住
世
帯
数
は

約
48
％
・
11
世
帯
。
う
ち
８

世
帯
が
村
外
か
ら
の
世
帯
で
、

村
内
へ
の
移
住
割
合
は
約

35
％
で
す
。

③
空
き
家
や
売
地
の
物
件
情

報
の
案
内
や
不
動
産
事
業
者

か
ら
得
た
情
報
を
提
供
す
る

ほ
か
、
住
宅
取
得
奨
励
金
制

度
や
勤
労
者
等
住
宅
資
金
利

子
補
給
金
補
助
制
度
の
案
内
、

相
談
な
ど
に
応
対
し
て
い
ま

す
。

岩　

澤　

定
住
し
や
す
い
条

件
整
備
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

村
づ
く
り
観
光
課
長　
入
居

に
関
す
る
要
件
の
緩
和
な
ど

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

岩　

澤　

①
現
状
の
農
地
に
対
し
て
遊

休
農
地
、
荒
廃
農
地
の
割
合

と
そ
の
要
因
は
。

②
農
業
を
始
め
た
い
人
向
け

に
遊
休
農
地
や
荒
廃
農
地
を

再
生
す
る
た
め
の
支
援
は
。

③
農
業
者
に
対
す
る
新
た
な

補
助
な
ど
の
考
え
は
。

村

長

①
令
和
６
年
時
点

で
、
農
地
面
積
割
合
は
37
％
、

遊
休
農
地
は
40
％
、
荒
廃
農

地
は
23
％
で
す
。
平
成
26
年

と
比
較
す
る
と
、
未
耕
作
面

積
は
、
３・
４
㌶
増
加
。
要

因
は
、
労
働
力
減
少
や
鳥
獣

被
害
で
す
。
基
幹
産
業
の
茶

の
栽
培
面
積
は
７・５
㌶
ま

で
減
少
し
、
遊
休
農
地
や
荒

廃
農
地
の
増
加
傾
向
の
要
因

は
、
茶
業
の
衰
退
に
起
因
し

て
い
ま
す
。

②
農
地
バ
ン
ク
制
度
を
令
和

元
年
度
に
開
始
。
こ
れ
ま
で

に
３
件
の
０・
３
㌶
を
マ
ッ

チ
ン
グ
し
た
ほ
か
、
企
業
の

参
入
で
、
１・
７
㌶
が
貸
借

さ
れ
て
い
ま
す
。
新
規
就
農

者
の
支
援
施
策
で
は
、
農
地

流
動
化
奨
励
金
制
度
を
令
和

３
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
。

③
道
の
駅
へ
の
出
荷
者
を
対

象
に
、
資
材
な
ど
の
購
入
費

用
の
補
助
制
度
お
よ
び
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
設
置
の
補
助

制
度
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
獣
害

防
止
柵
設
置
に
係
る
補
助
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
新

た
な
補
助
制
度
は
、
今
後
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

岩澤 一幸 議員

消防団員の減少と
今後の対応について

～ 持続可能な体制の構築に向けて ～

子育て世代型住宅
� プレミールの実績について
　～ 村の将来を支える
� 住宅施策として ～

遊休農地、荒廃農地対策と
� 再生支援について
～ 使われなくなった農地を再び地域の力に ～
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小　

林　

一
貫
校
建
設
の
総

事
業
費
は
。

教
育
長　
令
和
３
年
３
月
時

点
で
は
、
概
算
費
用
は
約

33
億
円
で
し
た
が
、
物
価
高

騰
に
よ
り
事
業
費
の
増
大
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

幼
保
小
中
一
貫
校
施
設
整
備

検
討
委
員
会
の
中
で
、
総
事

業
費
と
具
体
的
な
事
業
内
容

を
再
検
討
し
て
い
ま
す
。
村

民
の
皆
さ
ん
に
は
基
本
計
画

案
を
ま
と
め
た
時
点
で
財
政

面
の
情
報
も
併
せ
て
情
報
提

供
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
ま
す
。

小　

林　

想
定
す
る
財
源
は
。

教
育
長　
公
立
学
校
施
設
整

備
費
負
担
金
、
学
校
施
設
環

境
改
善
交
付
金
の
活
用
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
な
お
、
国

庫
負
担
金
お
よ
び
交
付
金
の

対
象
建
築
経
費
か
ら
国
庫
負

担
金
を
除
し
た
費
用
の
90
％

を
上
限
に
、
学
校
教
育
施
設

等
整
備
事
業
債
の
活
用
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
当
該
起
債

は
元
利
償
還
金
の
70
％
が
普

通
交
付
税
に
算
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
国
庫
負
担
金
の
対
象

建
築
経
費
を
超
え
た
部
分
は
、

そ
の
他
補
助
金
や
事
業
債
の

活
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
基
金
は
事
業
債
に
充

て
ら
れ
な
い
一
部
の
み
活
用

し
、
保
有
基
金
を
確
保
し
て

い
き
ま
す
。

小　

林　

用
地
購
入
な
ど
後

戻
り
で
き
な
い
予
算
執
行
は

時
期
尚
早
と
考
え
る
が
、
来

年
度
の
事
業
の
進
め
方
は
。

学
校
教
育
課
長　
子
ど
も
の

減
少
や
施
設
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
丁
寧

な
議
論
を
経
て
進
め
て
き
た

こ
と
か
ら
、
今
後
も
皆
さ
ん

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
建
設
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

小　

林　

体
育
館
へ
の
空
調

機
器
の
設
置
は
。

学
校
教
育
課
長　
体
育
館
へ

の
空
調
機
器
の
設
置
の
必
要

性
は
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、

国
の
補
助
制
度
な
ど
を
活
用

し
、
村
に
と
っ
て
有
利
な
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

小　

林　

①
予
算
を
増
額
し
、
標
準
よ

り
も
質
の
高
い
給
食
と
い
う

強
み
に
は
で
き
な
い
か
。

②
以
前
は
、
役
場
職
員
も
給

食
を
食
べ
て
い
た
。
役
場
職

員
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
、

希
望
す
る
地
域
住
民
な
ど
、

喫
食
者
を
拡
大
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

教
育
長　
①
給
食
の
質
と
い

う
点
で
は
現
在
、
地
元
畜
産

業
者
や
地
元
農
家
か
ら
食
材

提
供
の
協
力
を
受
け
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
地
産
地
消
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
か

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

②
一
般
向
け
の
食
材
費
は
公

益
財
団
法
人
神
奈
川
県
学
校

給
食
会
か
ら
の
補
助
対
象
と

な
ら
な
い
こ
と
や
、
施
設
・

人
員
の
問
題
な
ど
が
あ
り
、

現
状
で
の
実
施
は
困
難
で
す
。

し
か
し
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

村
民
の
皆
さ
ん
に
給
食
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
食
育
事

業
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
地
域
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
、
他
の

自
治
体
の
取
組
な
ど
も
参
考

に
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

小　

林　

来
年
度
か
ら
宮
ヶ

瀬
小
・
中
学
校
の
両
方
が
休

校
と
な
る
が
、
跡
地
利
用
の

計
画
は
。

教
育
長　
避
難
所
と
し
て
維

持
・
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

跡
地
利
用
は
、
村
民
皆
さ
ん

の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
幼

保
小
中
一
貫
校
施
設
整
備
庁

内
検
討
委
員
会
の
中
で
丁
寧

な
検
討
を
進
め
ま
す
。

幼保小中一貫校設置推進事業の
� 村財政への影響について
～ 物価高騰により事業費の増大が見込まれている ～

小林 大介 議員

給食センター予算の増額と
� 喫食者の拡大について
～ さらに地産地消を増やすことができないか
� 検討していく ～

宮ヶ瀬小中学校の
� 跡地利用について
～ 全庁体制で丁寧に検討していく ～

質の向上。喫食者拡大の考えは
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笹　

原　

今
年
度
か
ら
導
入

さ
れ
た
「
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
」
制
度
の
成
果
は
。

村

長

12
月
５
日
現
在
で

３
社
か
ら
申
し
出
が
あ
り
、

計
１
千
６
０
０
万
円
の
寄
付

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
し
い
取
組
の
一

つ
と
し
て
、「
地
域
活
性
化

起
業
人
制
度
」
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

笹　

原　

企
業
と
の
長
い
関

係
性
を
維
持
す
る
た
め
に
も

良
好
な
関
係
の
構
築
と
村
民

へ
の
情
報
提
供
が
必
要
と
考

え
る
が
、
今
回
の
寄
付
に
関

し
て
、
そ
の
活
用
方
法
な
ど

の
考
え
は
。

村

長

制
度
上
は
、
寄
付

を
申
し
出
た
企
業
の
希
望
に

よ
っ
て
使
用
の
用
途
を
選
択

で
き
ま
す
が
、
村
は
計
画
的

に
利
用
す
る
た
め
、
当
面
の

間
、「
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
」

に
積
み
立
て
て
い
く
予
定
で

す
。

笹　

原　

来
年
度
以
降
の
課

題
は
。

村

長

企
業
か
ら
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
が
得
ら
れ
る
よ

う
な
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
と

そ
の
情
報
発
信
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
と
の
継
続
的

な
関
係
性
を
保
持
し
て
い
く

こ
と
が
課
題
で
す
。

笹　

原　

国
の
指
導
で
は
、

企
業
な
ど
寄
付
団
体
と
の
不

適
切
な
関
係
性
の
予
防
に
つ

い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

村
と
し
て
そ
の
防
止
対
策
は
。

村
づ
く
り
観
光
課
長　
今
後

の
活
用
事
業
の
選
定
に
当
た

り
、
利
益
供
与
と
な
ら
な
い

よ
う
な
事
業
内
容
の
組
み
立

て
方
を
精
査
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
具

体
な
取
組
方
法
は
今
後
、
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

笹　

原　

企
業
誘
致
の
必
要

性
と
そ
の
成
果
は
。

村

長

人
口
の
確
保
や
地

域
経
済
の
活
性
化
以
上
に
、

中
長
期
的
な
税
収
の
確
保
と

い
う
点
か
ら
も
重
要
と
考
え
、

企
業
の
要
望
に
対
し
て
窓
口

を
設
け
て
相
談
に
応
じ
ら
れ

る
体
制
を
整
え
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
昨
今
の
成
果
で
は
、
宮
野

地
区
の
Ａア

フ

リ

Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
株
式
会

社
の
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
、

下
原
地
区
の
株
式
会
社
ク
リ

エ
イ
ト 

エ
ス
・
デ
ィ
ー
の

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、
片
原
地

区
の
清
川
フ
ァ
ー
ム
株
式
会

社
、
下
原
地
区
の
Ｍマ

ム

Ａ
Ｍ
Ｕ

Ｒ
ロ

Ｏ　

Ｃキ

ャ

ン

プ

Ａ
Ｍ
Ｐ　

Ｂベ

ー

ス

Ａ
Ｓ
Ｅ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

笹　

原　

企
業
誘
致
に
関
す

る
課
題
と
来
年
度
以
降
の
取

組
は
。

村

長

村
は
、
丹
沢
大
山

国
定
公
園
と
県
立
丹
沢
大
山

自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
、
公

園
法
の
規
制
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
無
指
定
地
域
で
は
勾

配
地
が
多
く
、
道
路
や
上
下

水
道
管
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど
の
課
題
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

今
後
は
、
す
で
に
運
用
中
の

清
川
村
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
と
地
域
活
性
化
起
業
人
を

活
用
し
な
が
ら
、
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す

企業版ふるさと納税の
現状と課題について

～ 大きな成果を上げ、今後も努力 ～
笹原 和織 議員

今後の企業誘致の考えは

企業誘致の今後について
～ 重要な施策として取り組む ～
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細　

野　

社
会
福
祉
関
連
法

の
改
正
に
よ
り
地
域
福
祉
の

推
進
が
位
置
付
け
ら
れ
た
が
、

村
で
は
「
地
域
福
祉
計
画
」

策
定
の
考
え
は
。

村

長

村
は
、
第
４
次
清

川
村
総
合
計
画
前
期
基
本
計

画
の
基
本
目
標
を
実
現
す
る

た
め
、
高
齢
者
福
祉
関
連
事

業
や
介
護
保
険
事
業
、
障
が

い
者
福
祉
関
連
事
業
な
ど
の

個
別
の
計
画
に
お
い
て
各
種

の
福
祉
施
策
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

細　

野　

県
内
33
市
町
村
の

う
ち
、「
地
域
福
祉
計
画
」

の
未
策
定
は
本
村
の
み
。
高

齢
化
の
進
行
、
人
口
減
少
、

福
祉
課
題
の
複
雑
化
な
ど
を

踏
ま
え
再
度
、
策
定
の
考
え

を
伺
う
。

子
育
て
健
康
福
祉
課
長

　
令
和
９
年
度
か
ら
県
地
域

福
祉
推
進
計
画
お
よ
び
村
の

各
種
福
祉
計
画
の
次
期
計
画

が
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
、
整

合
性
を
図
り
な
が
ら
策
定
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

細　

野　

再
犯
防
止
等
施
策

の
推
進
方
針
お
よ
び
推
進
計

画
の
策
定
に
つ
い
て
、
国
は

犯
罪
に
よ
る
被
害
を
受
け
る

こ
と
を
防
止
し
、
安
全
・
安

心
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

の
た
め
、
再
犯
防
止
な
ど
に

関
す
る
施
策
の
推
進
を
目
指

し
て
い
る
が
、
村
の
施
策
と

計
画
の
策
定
は
。

村

長

刑
法
犯
で
検
挙
さ

れ
た
者
の
再
犯
率
は
お
よ
そ

半
数
に
及
び
ま
す
。
ま
た
、

再
犯
者
の
社
会
復
帰
が
難
し

い
状
況
も
あ
り
、
安
全
な
村

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、

他
市
町
の
策
定
状
況
を
踏
ま

え
、
再
犯
防
止
推
進
計
画
も

含
め
た
「
地
域
福
祉
計
画
」

の
策
定
に
向
け
検
討
を
進
め

ま
す
。

細　

野　

新
年
度
予
算
編
成

に
つ
い
て
、
人
口
減
少
対
策

を
推
進
し
、
持
続
可
能
な
人

口
を
確
保
し
、
継
続
的
に
村

が
発
展
し
て
い
く
た
め
の
計

画
性
、
実
行
性
の
あ
る
予
算

を
期
待
し
て
方
針
を
伺
う
。

村

長

人
口
の
維
持
施
策

と
し
て
、
国
の
施
策
や
地
方

創
生
方
針
を
基
本
に
、
村
内

に
就
労
の
場
の
創
出
、
人
口

を
呼
び
込
む
た
め
の
魅
力

ア
ッ
プ
、
若
者
が
夢
を
持
て

る
地
域
の
創
造
お
よ
び
安

心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境

整
備
に
よ
り
、
村
の
活
力
を

持
続
し
て
い
き
ま
す
。

細　

野　

今
年
10
月
末
日
の

住
民
基
本
台
帳
上
の
人
口
は
、

２
千
６
５
５
人
。
１
年
間
で

約
60
人
が
減
少
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
人
口
維
持
施

策
の
考
え
は
。

村

長

計
画
的
な
人
口
増

は
困
難
。
就
労
の
場
の
創
出

に
は
自
然
公
園
法
の
規
制
な

ど
で
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す

が
、
効
果
の
あ
る
企
業
誘
導

施
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

細　

野　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
は
行

政
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
目
標
。

現
状
と
推
進
計
画
の
策
定
は
。

村

長

総
合
的
に
推
進
す

る
た
め
、
チ
ー
ム
を
設
置
し

て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
専
門
的
知
識
の
あ

る
事
業
者
と
の
連
携
を
検
討

し
、ま
た
、「
行
か
な
い
窓
口
」

の
実
現
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

方
針
や
計
画
は
、
県
内
27
の

自
治
体
で
策
定
し
て
い
ま
す

が
、
村
は
未
策
定
で
す
。

清川村地域福祉計画の策定及び
� 再犯防止等施策の推進について
～ 地域福祉計画は総合計画および各種計画が体系的に
� つながることでより施策効果が期待できるため検討を進める ～ 細野 洋一 議員

新年度(令和８年度)予算編成方針について
～ 新年度予算における村の最重要課題の人口減少対策と
� 人口増加目標の設定および施策効果について ～

村の自治体Ｄ
デ ィ ー

Ｘ
エックス

の
� 推進状況について
～ 県町村情報システム組合に参加し、
� １５業務を９月から運用している ～

「地域福祉計画」策定を検討
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落　

合　

環
境
を
守
り
、
資

源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め

に
は
、
ご
み
の
減
量
化
と
再

資
源
化
の
推
進
が
欠
か
せ
な

い
。村
も
、あ
つ
あ
い
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
や
粗
大

ご
み
の
有
料
化
な
ど
で
、
一

定
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
一
方
、
村
民
か
ら
は
、

分
別
が
難
し
い
、
負
担
感
が

あ
る
と
い
っ
た
声
が
挙
が
っ

て
い
る
。

①
村
の
ご
み
減
量
化
の
現
状

と
課
題
は
。

②
再
資
源
化
の
現
状
と
課
題

は
。

③
今
後
の
ご
み
減
量
化
と
再

資
源
化
の
取
組
は
。

村

長

①
本
村
の
ご
み
排

出
量
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

資
源
化
率
は
約
30
％
で
横
ば

い
が
続
い
て
い
ま
す
。
生
ご

み
の
水
切
り
や
コ
ン
ポ
ス
ト

の
活
用
、
粗
大
ご
み
の
リ

ユ
ー
ス
促
進
、
紙
類
・
布
類

の
分
別
徹
底
が
課
題
で
あ
り
、

村
民
や
事
業
者
と
協
力
し
な

が
ら
発
生
の
抑
制
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
資
源
化
率
は
約
30
％
で
横

ば
い
が
続
き
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
強
化
が
課
題
で
す
。
厚
木

市
で
試
験
導
入
さ
れ
て
い
る

製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
の

可
能
性
を
村
で
も
研
究
し
、

分
別
負
担
増
へ
の
配
慮
か
ら
、

近
隣
の
市
町
の
動
向
を
見
極

め
て
慎
重
に
資
源
化
を
進
め

る
方
針
で
す
。

③
粗
大
ご
み
の
有
料
化
に
よ

り
大
き
な
減
量
効
果
が
期
待

さ
れ
、
リ
ユ
ー
ス
が
進
め
ば

年
間
約
３・５
㌧
の
削
減
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
資
源
ご
み

の
売
却
収
入
は
財
源
と
し
て

活
用
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も

村
民
や
事
業
者
の
声
を
聞
き

な
が
ら
、
誰
も
が
取
り
組
み

や
す
い
減
量
化
・
資
源
化
施

策
を
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。

落　

合　

資
源
化
率
の
目
標

値
38
％
の
具
体
的
検
討
策
は
。

環
境
上
下
水
道
課
長　

目
標

達
成
に
向
け
、
ま
ず
は
現
行

13
品
目
の
分
別
を
一
層
徹
底

す
る
こ
と
を
重
要
と
し
て
い

ま
す
。
分
別
の
意
義
や
資
源

ご
み
の
再
利
用
状
況
、
売
却

収
入
が
村
の
財
源
と
な
っ
て

い
る
実
情
を
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
、
村
民

や
事
業
者
の
理
解
と
協
力
を

得
な
が
ら
資
源
化
を
進
め
て

い
く
方
針
で
す
。

落　

合　

高
齢
者
な
ど
に
寄

り
添
っ
た
減
量
化
、
資
源
化

の
取
組
を
近
隣
の
市
町
を
参

考
に
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

環
境
上
下
水
道
課
長　

ご
み

出
し
困
難
者
に
は
、
戸
別
収

集
で
支
援
を
継
続
し
、
厚
木

市
や
海
老
名
市
の
戸
別
回
収

の
先
進
事
例
を
参
考
に
研
究

を
進
め
ま
す
。
上
勝
町
の
よ

う
な
高
度
な
分
別
も
視
野
に
、

村
民
の
理
解
と
協
力
を
得
な

が
ら
実
践
し
や
す
い
仕
組
み

を
検
討
し
て
い
く
方
針
で
す
。

落　

合　

コ
ン
ポ
ス
ト
や
キ

エ
ー
ロ
を
無
償
貸
与
と
あ
る

が
、
本
年
度
の
準
備
の
基
数
、

ま
た
貸
与
の
手
続
方
法
は
。

環
境
上
下
水
道
課
長　

コ
ン

ポ
ス
ト
と
キ
エ
ー
ロ
は
一
度
、

事
業
終
了
し
た
も
の
の
近
年

は
希
望
者
数
が
増
え
、
令
和

６・７
年
度
で
計
７
件
を
貸

与
し
て
い
ま
す
。
在
庫
は
コ

ン
ポ
ス
ト
６
基
、
キ
エ
ー
ロ

３
基
で
、
希
望
者
に
優
先
し

て
貸
与
し
、
申
し
込
み
は
環

境
上
下
水
道
課
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

落　

合　

粗
大
ご
み
の
有
料

化
の
周
知
方
法
と
リ
ユ
ー
ス

促
進
策
の
検
討
は
。

環
境
上
下
水
道
課
長　

粗
大

ご
み
の
有
料
化
は
、
令
和
８

年
４
月
実
施
を
目
指
し
、
広

報
紙
や
チ
ラ
シ
で
排
出
方
法

を
丁
寧
に
周
知
し
ま
す
。

愛
川
町
や
三
島
市
の
先
進
事

例
を
参
考
に
、
リ
ユ
ー
ス
促

進
に
も
取
り
組
み
、
減
量
化

に
つ
な
げ
て
い
く
方
針
で
す
。

ごみの減量化と再資源化について
～ 排出量は減少、資源化率は横ばい。
� 分別強化と協働で取組を進める ～

落合 美和 議員

昨年12月から本格稼働した「あつあいクリーンセンター」
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令
和
７
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計（
第
４
号
）

４
千
６
８
３
万
８
千
円
を

追
加
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
で
は
、
強
い
経
済
を

実
現
す
る
総
合
経
済
対
策
と

し
て
、
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
た
生
活
者
や
事
業
者
に

対
す
る
支
援
を
目
的
に
国
が

交
付
す
る
、
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
た
第
８
弾
地

域
経
済
応
援
対
策
等
商
品
券

発
行
事
業
と
し
て
村
民
一
人

当
た
り
１
万
円
の
「
き
よ
か

わ
元
気
応
援
券
」
の
配
付
経

費
、
水
道
料
金
お
よ
び
公
共

下
水
道
使
用
料
金
の
４
カ
月

分
を
30
％
減
額
す
る
た
め
の

簡
易
水
道
事
業
会
計
お
よ
び

公
共
下
水
道
事
業
会
計
へ
の

補
助
金
、
子
育
て
世
帯
を
支

援
す
る
た
め
に
国
が
交
付
す

る
、
物
価
高
対
応
子
育
て
応

援
手
当
支
給
事
業
費
補
助
金

な
ど
を
活
用
し
た
児
童
手
当

支
給
対
象
児
童
の
一
人
当
た

り
２
万
円
を
支
給
す
る
物
価

高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
を

支
給
す
る
経
費
の
増
額
お
よ

び
繰
越
明
許
費
を
補
正
す
る

も
の
で
す
。

歳
入
で
は
、
物
価
高
対
応

子
育
て
応
援
手
当
支
給
事
業

を
実
施
す
る
た
め
の
経
費
に

は
全
て
国
庫
支
出
金
の
物
価

高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
支

給
事
業
費
補
助
金
お
よ
び
事

務
費
補
助
金
を
充
当
す
る
ほ

か
、
第
８
弾
地
域
経
済
応
援

対
策
等
商
品
券
発
行
事
業
お

よ
び
簡
易
水
道
事
業
会
計
、

公
共
下
水
道
事
業
会
計
補
助

金
に
は
、
国
庫
支
出
金
の
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
充
当
し
、

一
部
の
不
足
額
に
は
当
初
の

見
込
み
を
上
回
っ
た
ゴ
ル
フ

場
利
用
税
交
付
金
を
充
当
す

る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議 案 審 議 の 結 果
提出 議決日 件　　　　名

審
議
結
果

岩
澤
一
幸

小
林
大
介

落
合
美
和

城
所
英
樹

川
瀬
正
行

笹
原
和
織

細
野
洋
一

村長 1月19日

令和７年度清川村一般会計補正予算（第４号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度清川村簡易水道事業会計補正予算（第４号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度清川村公共下水道事業会計補正予算（第３号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長 細野賢一は、採決に加わりません。　「〇」は賛成、「●」は反対、「欠」は欠席を表します。

１月19日の１日間を会期として開きました。
第１回臨時会では、令和７年度補正予算を審議しました。

臨 時 会第 １ 回
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議員や市町村長は、公職選挙法により選挙区内で�
次の行為は厳禁です！

● 地域の運動会やスポーツ大会への飲食物の差し入れ
● 祭りへの寄付や差し入れ
● 見舞い、中元、歳暮、年賀
● 年賀状など時候のあいさつ状（自筆の答礼を除く）
● 本人出席以外の香典、結婚祝い　など
住民の皆さんが議員に寄付を求めることも禁止されています。

傍聴に
おいでよ！　どなたでも本会議を傍聴することが

できます。
　また、議会全員協議会などの会議も
傍聴できるようになりました。皆さん
の生活に寄与される政策は、議会など
で諮られています。
　傍聴するための予約は必要なく、当
日に「氏名」や「住所」などを受付で書
くだけの簡単な手続きだけです。

簡
易
水
道
事
業
会
計

（
第
４
号
）

収
入
で
は
、
国
の
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
３

月
・
５
月
検
針
４
カ
月
分
の

水
道
料
金
を
30
％
減
額
す
る

た
め
、
予
算
第
３
条
に
規
定

す
る
収
益
的
収
入
の
予
算
の

組
み
替
え
と
、
第
９
条
に
定

め
た
他
会
計
か
ら
の
補
助
金

を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

公
共
下
水
道
事
業

会
計（
第
３
号
）

収
入
で
は
、
国
の
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
す
る
３

月
・
５
月
検
針
４
カ
月
分
の

下
水
道
使
用
料
を
30
％
減
額

す
る
た
め
、
予
算
第
３
条
に

規
定
す
る
収
益
的
収
入
の
予

算
の
組
み
替
え
と
、
第
９
条

に
定
め
た
他
会
計
か
ら
の
補

助
金
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

「清川村議会基本条例（案）」パブリックコメント（結果公表）について
　「清川村議会基本条例（案）」についてパブリックコメントを実施したところ、個人２人から12件のご
意見、ご提案をいただきました。その内容に対する議会の考え方は、ホームページまたは役場庁舎3階・
議会事務局でご覧いただけます。

議会ホームページURL　https://www.town.kiyokawa.kanagawa.jp/gikai/etc/4073.html
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次の定例会は　３月5日（予定）から 皆さんの傍聴をお待ちしています。

編
集
室
か
ら

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
花
々
が
咲
き
始
め
、
村
に

も
新
し
い
年
を
迎
え
る
準
備
の
気
配
が
漂
っ
て
い

ま
す
。

３
月
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年
と
い
う
節

目
の
月
で
も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、「
備
え
」

と「
絆
」の
大
切
さ
が
意
識
さ
れ
ま
す
。

近
年
は
、
地
震
だ
け
で
は
な
く
台
風
や
豪
雨
、

気
候
変
動
に
よ
る
異
常
気
象
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

防
災
は
、「
特
別
な
日
」
だ
け
で
は
な
く
、
日
常

の
暮
ら
し
の
中
で
少
し
ず
つ
積
み
重
ね
て
い
く
も

の
で
す
。
例
え
ば
、
家
庭
で
の
備
蓄
を
点
検
す
る
、

散
歩
の
途
中
で
避
難
経
路
を
確
認
す
る
と
い
っ
た

小
さ
な
行
動
が
未
来
の
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

災
害
に
強
い
村
づ
く
り
も
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の

参
加
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
を
通
じ
て
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
安
全
と
安
心
を
共
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

間
も
な
く
、
３
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ま
の
暮
ら
し
の
実
感
を
議
会
で
届
け
、
よ
り

透
明
で
、
よ
り
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
行
政
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。（
落
合
）

３カ月ごとの議員活動を報告します。なお、詳しい活動内容は、各議員に直接お問い合わせください。
※ 「〇」は出席、「●」は欠席を表します。
※ �「定例会」 「議会運営委員会」「常任委員会」「広報広聴委員会」「議会改革推進委員会」など、議員で構成される委員会

などの公務は、除きます。
※ 「議長」「副議長」の職務のみに係る公務は、除きます。

月　日 件　　　　名
岩
澤
一
幸

小
林
大
介

落
合
美
和

城
所
英
樹

川
瀬
正
行

笹
原
和
織

細
野
洋
一

細
野
賢
一

11月  2日 第38回清川やまびこマラソン大会 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月  6日 厚木愛甲環境施設組合ごみ中間処理施設建設現場見学会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月18日 令和７年度２市１町１村議会議員親善交流会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月21日 令和７年度県町村議会議長会
自治功労者表彰式・町村議会議員研修会 ○ ○ ○ 公務 ○ ○ ○ ○

11月22日 第39回宮ヶ瀬クリスマスみんなのつどい点灯式 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月23日 令和７年度清川村交通安全村民総ぐるみ大会 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月  6日 清川幼稚園みんなのつどい ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○

  1月11日 令和8年清川村消防出初式 団員 団員 ○ 団員 ○ ● ○ ○

  1月12日 令和8年清川村はたちのつどい ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

  1月22日 令和７年度大山丹沢山系鳥獣等問題市町村議員連絡協議会研修会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員活動報告
（ 令和７年11月～令和８年１月 ）

県
自
治
功
労
者
表
彰
式
・

町
村
議
会
議
員
研
修
会

箱
根
町
で
昨
年
11
月
、「
令

和
７
年
度
県
町
村
議
会
議
長
会

自
治
功
労
者
表
彰
式
・
町
村
議

会
議
員
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、

地
方
自
治
の
発
展
に
功
績
あ
る

町
村
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
研
修
会
で
は
、
京
都
大

学
名
誉
教
授
・
尾
池
和
夫
氏
に

よ
る
「
地
震
を
知
っ
て
震
災
に

備
え
る
」
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
、
各
議
員
と
も
識
見
を
広

げ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

厚
木
愛
甲
環
境
施
設
組
合

ご
み
中
間
処
理
施
設
建
設

現
場
見
学
会

昨
年
11
月
、
厚
木
愛
甲
環
境

施
設
組
合
ご
み
中
間
処
理
施
設

「
あ
つ
あ
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
」
建
設
現
場
見
学
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、

ご
み
処
理
広
域
化
の
た
め
、
清

川
村
、
厚
木
市
、
愛
川
町
で
構

成
さ
れ
た
同
組
合
が
整
備
し
た

ご
み
焼
却
お
よ
び
粗
大
ご
み
処

理
施
設
で
、
昨
年
12
月
か
ら
本

格
稼
働
さ
れ
て
い
ま
す
。
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